
ベランダの防水の

メンテナンス時期がわからない

株式会社

上岡工務店リフォーム通信

泉州夢花火

2025.7.26 (土)

会場 :堺旧港

時間:開場16:30 / 開演20:20 

身近なことからできる 熱中症対策
～家の中でも油断しないで。大切な命を守るために～

② のどが乾く前に水分補給
体が水分を欲しがる前に、こまめな水分補給を心がけましょう。飲む時間を決めるのもいいですね。スポーツドリンクや経口補水液も◎

③ 服装は軽く、ゆったりと
汗をすばやく吸って乾かす吸汗速乾素材の服がおすすめです。服の色は白や淡い色を選ぶと、熱を吸収しにくくなります。

④ 窓に遮光対策をする→窓に内窓設置で断熱効果
直射日光を防ぐだけで室温は数度下がります。朝～昼の強い日差しは特に注意。

室内の暑さは主に窓や玄関ドアなどからの熱の侵入が原因です。

高齢者や子どもは暑さに気づきにくく、温度調節がうまくいきません。

一人暮らしのご高齢の方には「最近暑いですね。冷房付けてますか？」と気軽に声をかけるだけでも安心につながりますね。

梅雨明けから夏は、ゲリラ豪雨や台風が増える時期です。

そのたびに雨にさらされるベランダの防水層、気になりますね。

防水層は、実は知らないうちに劣化しているケースが多いです。

防水層の寿命はおおよそ１０～１５年です。
防水加工されたベランダでも ①表面がひび割れている ②塗装がはがれて

きた ③雨のあといつまでも水が残る こんな状態なら、水がしみ込みはじ

めてるサインかもしれません。

そのまま放置すると床の下に水が入り、室内の雨漏り･カビ･下階への水漏れ

など、思わぬ被害になってしまいます。ウレタン防水・ＦＲＰ防水・シート

防水などの防水処理が可能です。早めの点検＆メンテナンスで、大切な家を

守りましょう。

2025年も窓の断熱対策の内窓設置リフォームに

国から補助金最大50％がでます！

Ｍ様からの質問

暑さが本格化する7月。毎年ニュースになる熱中症ですが、実は発生場所で最も多い のは"屋外" ではなく、自宅などの "屋内" です。

特に高齢者や小さなお子さんがいるご家庭では、ちょっとした油断が命の危険につながることもあります。

今月は、誰でもできる「家庭内での熱中症対策」をご紹介します。

① エアコンはためらわず、早めにＯＮ！
まだ大丈夫もったいない、と我慢せずに、室温が28℃を超えたら迷わず冷房を付けましょう。扇風機との併用も効果的です。
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